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本調査研究におけるインクルーシブ保育の定義

•インクルーシブ保育とは、障害の有無、国籍、性別、性
的指向に関係なく、すべてのこどもが一緒に過ごし、育
ち合う環境を作る保育の形態であり、すべての人が共
に生きる「共生社会」の実現に向けた基盤を築くもの

保育の形態＝前提となる必要条件に過ぎない

十分条件＝「一緒に過ごし、育ち合う」の内容を問う



「インクルーシブ保育をやっています」と言われても

•あふれている能力主義（エイブリズム）の言葉

グレーゾーンの子ども

その子どもなりの発達

•カームダウンのスペース

場違いな人が使う場所という位置づけ



インクルーシブに向かう保育という視点



保育の質に関連づけると

OECD(2006) Starting StrongⅡ

本調査研究の
主な射程



人権モデル

•社会モデルは、社会のどこに障害を生み出す環境がある
のかを発見する装置として機能する。

•人権モデルは、社会モデルによって発見された障壁をど
のように除去したら、障害者の尊厳が保たれるのか、そ
の方針や方向性を検討する。

Lawson, A., & Beckett, A. E. (2020). The social and human rights 
models of disability: towards a complementarity thesis. The 
International Journal of Human Rights, 25(2), 348–379. 
https://doi.org/10.1080/13642987.2020.1783533



A child rights-based approach

•子どもの権利条約（国連、1990年）
権利主体としての子ども

年齢や能力、その他の背景にかかわらず、すべての子どもに保障
されている。

子どもの権利条約第12条の「意見」は、英語の原文では
「Opinion（意見）」ではなく「View（見ること）」

子どもたちの感情、信念、思考、ねがいなど、相手とのやりとりを通
じて表現する行為を含む



大人に求められるまなざし

一方的・評価的なまなざし

•こういうところができてい
るとか、こういうところが
いいとか、教師が子ども
の能力や態度を計測す
る見方

共感的・ケアリング的まなざし

•目の前の子ども自身がい
ま何を願い、何にもがき、
何を越えようとしているの
か、と教師が関心を向け
つづけようとする見方

【中村麻由子（2018）『〈まなざし〉の教育学』溪水社】



Moore, S.（2019）. Diversity Education Webinar. 
https://www.youtube.com/watch?v=SMKO0yu84bM

インクルージョンの向かう先は？



ご清聴ありがとうございました
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